
筑波会議 2021 にて「地球上いつどこで倒れても安全・安⼼な社会の構築を⽬指

して」オンラインセッションを開催 

                           国際医療センター 

 9 ⽉ 28 ⽇（⽕）、筑波会議 2021 において採択された当センター企画のセッシ

ョンをウェビナー開催いたしました。 

当該セッションは、「地球上いつどこで倒れても安全・安⼼な社会の構築を⽬指

して」のタイトルで、救急医療分野で活躍する⽇本、タイ、台湾の若⼿リーダー

とオンラインでつなぎ、傷病者を運ぶフロー等、各国での様々な経験について共

有いただきました。 

その後、⾃国の経験を他国ではどのように活かせるか、また、イノベーション

を取り⼊れるための課題について話し合い、本分野における将来のリーダーへ

のメッセージを発表いただきました。 

救急医療におけるイノベーションの導⼊は救命率の向上や病⾐期の後遺症の

軽減に効果的であると期待されます。⼀⽅、このようなイノベーションの導⼊に

は、⾏政や地域住⺠など、救急医療に関わるすべてのセクターとの連携が必要で

す。また、開発費や維持費の確保、イノベーションを活⽤できる⼈材の育成など、

乗り越えなければならない課題も多くあります。特にニューノーマル時代のイ

ノベーションの導⼊を巡っては、共通の課題が多くあります。これらの問題を解



決するためには、他の国と協⼒して知恵を出し合い、その経験や技術をグローバ

ルに活⽤することが重要です。 
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